歴史地震研究会2009～2010年度第5回幹事会議事録(案)
2010年8月27日17：00～20：00　於：地震予知総合研究振興会会議室にて　

出席者：北原・武村・諸井・林・松浦・西山・石部・中村・小松原

１）総会対応

議長：島崎氏に依頼することに（武村）

議事の確認

1.対外活動報告の報告（報告者：武村）
(1)学術会議協力学術研究会登録完了の件
(2)東京都慰霊堂・関東大震災資料調査会に歴史地震研究会は見学会の実施を提案・受理された。
(3)首都圏形成史研究会大会にて武村が講演、北原がコメンテイターとして活動した。
(4)日本災害史事典の執筆に歴史地震研究会会員が協力している。
(5)内閣府中央防災会議「災害教訓の敬称に関する専門調査会」に歴史地震研究会会員が協力している。
2.各委員会報告

· 総務委員会（小松原）組織的な運営ができるようになったことを簡単に報告する。
· 行事委員会（佐竹）活動状況を簡単にまとめ行事委員会から総務委員会に送ること。
· 編集委員会（松浦）会誌編集状況を総務委員会に送ること。
· 広報委員会(林)　活動状況報告を総務委員会に送ること。
3.財務関係報告・予算案
· 2010－2011年度予算案について：収入のうち会費は214名全員納付を前提として計上する。支出のうち会誌送料は１冊200円・会誌印刷費は850円として計上する。東京大会補填は３万円とする。2011年度大会予稿集はなるべく安価にすること。
· 長期会費未納者への対応について：3年間以上の滞納者には会に留まるか否かを尋ね、退会希望者には未納分を請求した上で退会を承認する。連絡は財政幹事が行う。
· 2009～2010年度決算および2010～2011年度予算案を総会資料に加える。

· 大津大会収支明細と2009～2010年度雑費内訳は監査に提出。

4.次年度役員案

監査役：永井（継続）・中村操（継続）：依頼は財政委員会から

会長：北原（継続）

副会長：武村（継続）

総務：小松原（継続）中村亮は退任

行事：矢田（新任）・宍倉（新任）・卜部（新任）

編集：松浦（継続）・金田（新任）・行谷（継続）・白石（新任）

財政：諸井（継続）

広報：林（継続）・小山（継続）

東京大会シンポジウム議事録まとめ:西山（新規）

総会運営メモ修正点：　⑫会計⇒財務に、総務から中村さんの名前を抜く、

２）入退会申請者

新規入会申し込み5名（今井健太郎氏・原田智也氏・南雲秀樹氏・古川信雄氏・卜部厚志氏）⇒全員承認

石井・小林・木股の3氏は2年度分会費を納入している。財政委員会で確認して必要なら25号を3氏に送るよう総務委員会に連絡することに。そのほかの新規入会者には25号を送付する必要なし。
３）東京大会準備状況（行事委員会：西山・石部）

1.予稿集・研究発表について
・同一人によるポスターと口頭の同一タイトルでの発表について、発表当日および会誌用原稿では２つの発表のタイトルを違うものとするよう行事委員から依頼する。（同名の発表は紛らわしい）
・発表申請時と予稿集原稿で発表者やタイトルが微妙に違う発表について、当人に確認すみ（行事委員会）

2.シンポジウム

· 冒頭に平田所長挨拶

· 最後に佐竹行事委員長の挨拶

· 他はプログラム通り

· 質問用紙は配布しない。討論の運営は司会者の判断により臨機応変に。

· シンポジウム等の張り紙は既に準備中。武村氏の歴史地震研究会副会長、佐竹氏の歴史地震研究会行事委員長の肩書きは削除すること。

3.懇親会

懇親会には小澤氏は欠席予定
司会：佐竹氏

開会挨拶：北原氏

乾杯：石橋氏
挨拶１：矢田氏（18時すぎ）：北原氏より依頼

挨拶２：佐藤氏

挨拶３：都司氏

閉会挨拶：佐竹氏

北原氏はスピーチなし
・矢田氏への連絡事項：懇親会と総会での挨拶を依頼する。（北原）

・招待者は学生アルバイター2名、佐藤氏・平田氏の計4名
・27日現在の申込者で650円程度の黒字予定
4.見学会について
・復興記念館見学会の参加者の名簿（8月31日段階）を、非会員については住所・所属の情報を添えて、添付ファイルで北原会長宛に送ること（行事委員会）。この名簿を9月1日開催の慰霊祭に北原会長が持参する。それ以降の非会員の参加申し込みは不可。
・見学会は40名程度参加見込み。約20名ごとの2班に分けて見学。復興記念館の内部は高野氏が案内してくださる予定。

・見学会参加者はまず復興記念館に集まり、ついで慰霊堂を見学する。

・添付資料５の復興記念館へ行き方案内は見学会の参加者だけに渡す。

・「ないふる」の関連記事(武村氏執筆)を参加者向けに用意する。
5.小物類について
・領収証について：8月27日時点でまだ参加申込みが来る状況なので、頃あいをみて作成する予定（行事委員会）。
・名札ケース：復興記念館見学会・地震研入場に支障のないよう適当なものを購入する。（行事委員会の専決）
6.アルバイト・人員

・シンポジウム(金曜)には1人～2人事務補佐員を地震研から派遣してもらえる可能性がある（9月3日に決定）。派遣してもらうことを歓迎する。
・行事委員で受付チェックリストを作成してアルバイトの学生が作業内容を全部分かるように指導する。最低1人は全部を把握していないと受付がスムーズにできないことに注意する。
・大会当日、働き手は9時に地震研集合；9時半から受付開始、10時半開演。
・アルバイトの給金は行事委員が立替，後日財政委員会より支払う。

４）そのほか
・京都大学出版会から“Proceedings of the 14th  International Conference of Historical Geographers，2009 Kyoto”を寄贈された。

⇒総務から礼状を出す。つくば（総務委員会）で他の図書と一緒に保管し、mushaで会員向けに案内をまわす。
・次年度の日程については北原会長から矢田次期行事幹事に問い合わせる。
・第4種郵便認定について：日本郵政から第4種郵便の扱いを継続するための手続きを求められている。現状では会誌をメール便で送っているが、日本郵政の申し入れに同対応するか？⇒とりあえず今は対応しなくても良い。必要になったら再度議論する。
